
「日本MFCAフォーラム」 について: 日本MFCAフォーラムは、MFCAの知見・ノウハウを整理・体系化と共有化及びそ

の進化を図ることを目的に、企業、 公共団体、研究者、市民が提携する場として、2009年7月に設立された団体です。

全4回、東京都内で開催予定
コーディネーター：立川博巳（プロファームジャパン株式会社代表取締役社長）
アドバイザー：國部克彦（神戸大学教授）、北田皓嗣（法政大学准教授）

第1回:2018年7月5日 終了しました。

第2回: 2018年10月5日（金）（15:00～17:00）
• SDGsの取組に係る財務評価可能性の検討（MFCA、ISO 14007の取組等）
想定時間：50分程度

• 住友化学におけるSDGに係る先進的取組 想定時間：50分程度
• 第1回研究会における課題に係る議論及び質疑応答 想定時間：20分程度

第3回: 2019年1月中旬（予定）
• SDGsの取組と投資家評価（ESGの観点からのSDG評価）
• 先進企業事例の発表

第4回: 2019年3月中旬（予定）
• 研究活動のとりまとめ、フレームワーク化

研究会詳細

- MFCAフォーラムワーキンググループ -

第２回SDGs 研究会
SDGs を活かした企業経営: 社内へSDGs活動を戦略的に浸透させるには

Sustainable Development Goals(SDGs)は、2030年に向けた社会共通の活動計画として2015年
9月に国連サミットにて掲げられた目標です。
特に企業では、SDGsに対する姿勢が、投資評価や顧客の購買行動（=自社の売上）を左右す
るようになるなど、事業活動への影響が大きくなることが想定されています。
一方で、多くの企業にてSDGsに対する理解及び具体的な価値創出プロセスについて、その内
容が明確になっていない状況があります。

本研究会では、SDGsに基づく継続的活動の推進のために不可欠な社内浸透の方法について活
動テーマの選定、SDGs取組に係る非財務→財務価値への転換可能性、及びSDGsの取組評価
のためのフレームワークの構築可能性を議論します。
SDGs及びSDGsを取り巻く状況の理解、浸透アプローチを議論することで自社の持続的な企
業価値の向上につながる経営戦略の立案に役立てる事ができます。
第２回目の研究会では、SDGsの取組をどのように財務の観点から評価をするか、当該可能性
をISO 14007 の視点から議論します。

研究会趣旨



お問い合わせは「日本MFCAフォーラム事務局」まで
担当：与儀（プロファーム ジャパン株式会社内）

TEL03-6328-3307 / e-mail: info＠mfca-forum.com

開催会場

・ 参加希望の方は、下記「参加申し込みメール記載事項」を記載のうえ、

info@mfca-forum.comまで、ご送信ください。

・ 確認後、メール受領及び登録確認をメールにて送付致します。当日は当該メールを持参ください。

留意事項：
• 定員になり次第、受付締切となります。

個人情報の取り扱いについて：
• 本個人情報は、日本MFCAフォーラムが実施するセミナー、イベント、アンケートのお願いなどに活用させて
いただくことがあります。

• 日本MFCAフォーラムは、収集した個人情報を適切に取り扱い、第三者への提供は行いません。
• 本情報の訂正、削除などをご希望される場合には、お問合せ先 「日本MFCAフォーラム 事務局」までご連絡
ください。

⑤所属部署：

⑥役職：

⑦電話番号：

⑧メールアドレス：

⑨住所：

参加申込メール記載事項

①件名を「第２回 SDGs研究会」としてください。

②氏名：

③会員区分：

会員（賛助・個人・学術・学生） / 一般（非会員）

④会社名・事業所名（所属団体名）：

日本MFCAフォーラム会員：無料 （賛助会員は2名
ご本人様含め3名）まで無料です）

一般の方：今回の参加は無料となります。
以降は、MFCAフォーラム会員である
必要となる場合もあります。

参加資格

お申込み方法

法政大学市ヶ谷キャンパス・ボアソナードタワー 19階研究所会議室4号

〒102-8160 東京都千代田区富士見2-17-1 TEL:03-3264-9240

最寄り駅からのアクセス

【JR線】 総武線：市ヶ谷駅または飯田橋駅下車徒歩10分

【地下鉄線】市ヶ谷駅または飯田橋駅下車徒歩10分


